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佐賀大学大学院 医学系研究科の基本理念等 
 

医学系研究科の【基本理念】 

医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる研究者及び高度専門職者を育成

し，学術研究を遂行することにより，医学・医療の発展と地域包括医療（地域社会及び各

種の医療関係者が連携し，一丸となって実践する医療）の向上に寄与することを目指しま

す。 

 

■博士課程医科学専攻 

【教 育 目 的】 

医学・医療の領域において，自立して独創的研究活動を遂行するために必要な高度な研

究能力と，その基礎となる豊かな学識と優れた技術を有し，教育・研究・医療の各分野で

指導的役割を担う人材を育成します。 

 

【教 育 目 標】 

教育成果として，次のことを達成目標とします。 

１．高い倫理観と豊かな人間性を育み，医学・医療の諸分野での指導的役割を果たす能

力を身につける。 

２．幅広い専門的知識・技術を身につけ，研究及び医学・医療の諸分野での実践で発揮

できる。 

３．自立して研究を行うために必要な実験デザインなどの研究手法や研究遂行能力，あ

るいは研究能力を備えた高度専門職者としての技量を身につける。 

４．幅広い視野を持ち，国内外の研究者あるいは専門職者と専門領域を通した交流がで

きる。 

 

【教 育 方 針】 

目的・目標の達成に向けて，次の方針のもとにカリキュラムを編成しています。 

１．育成する人材像ごとに〔基礎医学コース〕，〔臨床医学コース〕，〔総合支援医科学コ

ース〕に沿って，学生ごとの履修カリキュラムを設計し，それぞれの専門的知識・技

術と研究・実践能力ならびに関連分野の教育を行う。 

２．各コースにおいて，自立して研究を行うために必要な実験デザインなどの研究手法

や研究遂行能力を身につけるための実践的教育を必修科目として行う。 

３．医学・生命科学研究者や医療専門職者として必要な倫理観やコミュニケーション能

力などの基礎的な素養ならびに各自の専門性を深めるための授業を共通必修選択科目

として行う。 

４．国内外の学会・研究会等に積極的に参加させ，幅広い視野と成果を発信する能力を

育てる。 
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入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

医学系研究科（博士課程） 

 

【１】求める学生像  

医学系研究科は，医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる研究者及び高

度専門職者を育成し，学術研究を遂行することにより，医学・医療の発展と地域包括医療

（地域社会及び各種の医療関係者が連携し，一丸となって実践する医療）の向上に寄与す

ることを目指します。各専攻の求める学生像は以下の通りです。 

 

■ 医科学専攻 

医学・医療の領域において，自立して独創的研究活動を遂行するために必要な高度な研

究能力と，その基礎となる豊かな学識と優れた技術を有し，教育・研究・医療の各分野で

指導的役割を担う人材を育成します。そのために，以下に示すような学生を求めています。 

① 医学・歯学・獣医学・薬学の 6 年制学部卒業者で，医学・医療の分野で，研究者ある

いは高度専門職業人として社会に貢献したいと考える人 

② 医学系修士課程あるいはその他の修士課程修了者で，医学系研究科博士課程と合わせ

て研究者を志す人 

③ 学習と研鑽を努力・持続するための忍耐強さを持つ人 

④ 博士課程での教育プログラムを学ぶのに必要な学力・能力を備えた人 

 

 

【２】入学者選抜の基本方針  

医学系研究科の教育・研究理念に基づき，教育目的・教育目標・教育方針に沿った人材

を育成するために，開放性，客観性，公平性を旨とした多様な入試方法と多面的な評価方

法により入学者を受け入れます。 

 

一般入試 

入学の機会を広く保障するために，大学院受験資格を有する全ての者を対象とした一般

入試を行います。本入試では，大学院で学ぶために必要な基礎学力及び専門分野の専門的

知識を有しているかを，英文読解能力等を問う筆記試験，口頭試問及び成績証明書によっ

て評価します。また，専門分野での学習及び研究を遂行するための能力や資質，さらに，

各専攻に対する明確な志望動機や入学後の研究意欲等を有しているかを，面接試験と志願

理由書によって評価します。 

 

社会人特別入試 

大学院受験資格を有し，かつ官公庁，教育機関，病院，企業等の現業に従事し，入学後

もその身分を有する者を対象とした社会人特別入試を行います。本入試では，大学院で学



 
 

- 6 - 
 

習するために必要な基礎学力及び専門分野の専門的知識と明確な問題意識や研究課題を有

しているかを，英文読解能力等を問う筆記試験，口頭試問，業績報告書及び成績証明書に

よって評価します。また，各専攻に対する明確な志望動機や入学後の研究意欲等を有して

いるかを，面接試験と志願理由書によって評価します。 

 

外国人留学生特別入試 

大学院受験資格を有し，かつ日本国籍を有しない者を対象とした外国人留学生特別入試

を行います。本入試では，大学院で学ぶために必要な基礎学力及び専門分野の専門的知識

を有しているかを，英文読解能力等を問う筆記試験，口頭試問及び成績証明書によって評

価します。また，専門分野での学習及び研究を遂行するための能力や資質，さらに，各専

攻に対する明確な志望動機や入学後の研究意欲等を有しているかを，面接試験と志願理由

書によって評価します。 

 

 

医学系研究科（博士課程）で学ぶために必要な能力や適性等とその評価方法 

観点 
入学後に必要な能力や
適性等 

評価方法 入試方法 

知
識
・
理
解
・
思
考
・
判
断 

大学院で学ぶために必
要な汎用的な基礎学力
及び専門的な知識 

英文読解能力等を問う筆記試験に
よって，基礎学力及び専門分野の
専門的知識を評価します。 

一般入試 
社会人特別入試 
外国人留学生特別入試 

成績証明書によって，最終出身学
校での学業成績，学習態度を評価
します。 

一般入試 
社会人特別入試 
外国人留学生特別入試 

専門分野における学習
能力や研究遂行能力 

口頭試問によって，専門分野での
学習及び研究を遂行するための能
力や資質を評価します。 

一般入試 
社会人特別入試 
外国人留学生特別入試 

業績報告書によって，これまでの
研究実績及び研究内容を評価しま
す。 

社会人特別入試 

興
味
・
関
心
・ 

態
度
・
意
欲 

志望専攻で学ぶための
明確な志望動機や入学
後の意欲 

面接試験と志願理由書によって，
志望専攻で学ぶ動機，意欲，積極
性等を評価します。※ 

一般入試 
社会人特別入試 
外国人留学生特別入試 

※学力・能力のみならず意欲・適性等を重視した総合評価により選抜を行います。 

それぞれの入試において，志望の動機，学習意欲，積極性，協調性やコミュニケーション能力等につい

て，対話・口述を通して評価し，将来，研究者あるいは専門職者になるために十分な適性を備えている

かを判断するための面接試験を行っています。特に，面接試験は，総合判定の重要な資料とするととも

に，評価が低い場合は不合格とすることがあります。 

 

 

 


